
1 
 

呼
び
名
・
符
号 

 

マ

ル
（

。

） 
           

テ

ン
（

、

） 
               

準 
 

 

則 
 

一

、
マ

ル

は

文

の

終
止

に

う
つ

。 

正

序
（

例

１

）
倒

置
（

例

２
）
述

語

省

略
（

例

３

）
な

ど

、 
 

そ

の
他

、

す

べ

て

文
の

終

止
に

う

つ

。 

二

、「   

」（

カ

ギ

）
の

中
で

も
文

の

終

止

に

は
う

つ
（
例

４

）
。 

三

、
引

用

語

に

は

う
た

な

い
（

例

５

）

。 
四

、
引

用

語

の

内
容

が

文

の
形

式

を

な

し
て

い
て

も

簡

単

な

も

の

に
は

う

た

な

い

（
例

６

）
。 

五

、
文

の

終

止
で

、
カ

ッ

コ
を

へ

だ

て

て

う
つ

こ

と
が

あ

る 

（

例
７

）

。 

六

、
附

記

的

な

一

節
を

全

部
カ

ッ

コ

で

か

こ
む

場

合
に

は

、 

も
ち

ろ

ん

そ

の

中

に
マ

ル

が
入

る

（

例

８

）
。 

 

一
、
テ

ン

は

、
第

一

の

原

則

と

し
て

文

の

中

止
に

う

つ
（

例

１

）
。 

二

、
終
止

の

形

を

と

っ
て

い
て

も

、
そ

の

文
意

が

続
く

場

合

に

は

テ
ン

を

う

つ

（

例
２

３

）
。 

た

だ
し

、
他

の

テ

ン

と

の

つ
り

合

い

上

、
こ

の

場

合
に

マ

ル

を
う

つ

こ

と

も

あ
る

（

例
４

）

。 

〔

附

記

〕 

こ

の

項

の

テ

ン

は

、

言

わ

ば

、

半

終

止

符

と

も

い

う

べ

き

も

の

で

あ

る

か

ら

、
将

来

、
特

別

の

符

号
（

例

え

ば
「

シ

ロ

テ

ン

」
の

ご

と

き

も

の

）
が

広

く

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

る

こ

と

は

望

ま

し

い

。 

用

例

の

〔

参

照

一

〕

は

本

則

に

よ

る

も

の

。

ま

た

〔

参

照

二

〕

は

「

シ

ロ

テ

ン

」

を

使

っ

て

み

た

も

の

。 

三
、
テ

ン

は

、
第

二

の

原

則
と

し
て

、
副
詞

的

語

句
の

前

後

に 

う

つ
（

例

５

６

７

）
。 

そ

の
上
で

、
口

調
の

上

か

ら

不
必

要

の

も

の

を

消

す

の
で 

あ

る
（

例

５

に

お

け

る

（

、
）

の

ご

と

き

も
の

）

。 
 

用 
 

 

例 
 

（
１
）
春

が
来

た

。 

（
２
）
出

た
、

出

た

、

月

が
。 

（
３
）
ど

う
ぞ

、

こ

ち

ら

へ
。 

（
４
）
「

ど
ち

ら

へ

。

」 

「

上
野

ま
で

。

」 

（

５
）

こ

れ

が

有

名
な

「

月
光

の

曲

」
で

す

。 

（

６
）

「

気

を

つ

け

」

の

姿
勢
で

ジ

ー

ッ

と

注

目

す

る

。 

（

７
）
こ

の

こ

と
は

、
す

で

に
第

三

章
で

説

明
し

た
（

五

七

頁 
 

参

照
）

。 

（

８
）
そ

れ

に

は
応

永

三

年
云

々

の

識

語

が
あ

る
。
（

こ

の

識

語

の
こ

と

に

つ

い
て

は

後

に
詳

し

く

述

べ

る
。

） 
 

（

１
）

父

も

喜

び

、
母

も

喜
ん

だ

。 

（
２
）
父

も
喜

ん

だ

、

母

も
喜

ん

だ

。 

（
３
）
ク

リ

モ

キ

マ

シ

タ

、
ハ

チ

モ

キ

マ

シ
タ

、

ウ

ス

モ

キ

マ

シ
タ

。 

（
４
）
こ

の
真

心

が

天

に

通
じ

、
人

の

心

を
も

動

か

し
た

の
で 

 

あ

ろ
う

。
彼

の

事

業

は

よ

う

や

く

村

人

の

間

に
理

解

さ
れ

は

じ
め

た

。 

〔

参
照

一

〕
こ

の
真

心

が

天

に
通

じ

、
人

の
心

を

も

動

か
し

た 
 

の
で

あ

ろ

う

。

彼

の
事

業

は
…
… 

〔

参
照

二

〕
こ

の
真

心

が

天

に
通

じ

、
人

の
心

を

も

動

か
し

た 
 

の
で

あ

ろ

う

 

彼

の
事

業

は
…
… 

（
５
）
昨
夜

、
帰

宅
以

来

、
お

尋

ね

の

件
に

つ

い
て
（

、
）
当

時

の

日

誌

を

調

べ

て

見

ま

し

た

と

こ

ろ

、

や

は

り

（

、

）

そ

の
と

き

申

し

上

げ
た

通

り
で

あ

り

ま

し

た
。 

（
６
）
お

寺

の
小

僧

に

な

っ
て

間

も

な

い

頃
、
あ

る

日
、
お

し

ょ

う
さ

ん

か

ら

大

そ
う

し

か
ら

れ

ま

し

た

。 

資料－９  主として縦書きに用いるくぎり符号の使い方  



2 
 

                              

〔

附

記

〕
こ

の

項

の

趣

旨

は

、
テ

ン

で

は

さ

ん

だ

語

句

を

飛

ば

し

て

読

ん

で

み

て

も

、
一

応

、
文

脈

が

通

る

よ

う

に

う

つ

の

で

あ

る

。

こ

れ

が

テ

ン

の

打

ち

方

に

お

け

る

最

も

重

要

な

、
一

ば

ん

多

く

使

わ

れ

る

原

則

で

あ

っ

て

、
こ

の

原

則

の

範

囲

内

で

、
そ

れ

ぞ

れ

の

文

に

従

い

適

当

に

調

節

す

る

の

で

あ

る

（

例

８

９

1 0
1 1
）

。 

な

お

、

接

続

詞

、

感

嘆

詞

、

ま

た

、

呼

び

か

け

や

返

事

の

「

は

い

」

「

い

い

え

」

な

ど

、

す

べ

て

副

詞

的

語

句

の

中

に

入

る

（

例

1 2
1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8
）

。 

     

四

、

形

容

詞

的

語

句

が

重

な

る

場

合

に

も

、

前

項

の

原

則

に 

準

じ
て

テ

ン

を

う

つ
（

例

1 9
2 0
）
。 

 

五

、
右

の

場
合

、
第

一

の

形
容

詞

的

語

句

の
下

だ

け

に

う

っ
て 

 

よ

い
こ

と

が

あ

る

（
例

2 1
2 2
）

。 
  

六

、

語

な

り

、

意

味

な

り

が

附

著

し

て

、

読

み

誤

る

恐

れ

が 
 

あ

る
場

合

に

う

つ

（
例

2 3
2 4
2 5
2 6
）

。 
  

七

、
テ

ン

は

読

み

の
間

を

あ
ら

わ

す

（

例

2 6
参
照

2 7
）

。 
 

八

、
提

示

し

た

語

の
下

に

う
つ

（

例

2 8
2 9
）

。 
  

（
７
）
ワ

タ

ク

シ
ハ

、
オ

ニ
ガ

シ

マ

ヘ

、
オ

ニ

タ

イ
ジ

ニ

、
イ

キ

マ
ス

カ

ラ

、 

（
８
）
私

は
反

対
で

す

。 

（
９
）
私

は
、

反

対
で

す

。 

（

10
）
し

か
し

私

は

、 

（

11
）
し

か
し

、

私

は
…
… 

（

12
）
今

、
一

例

と

し
て

、

次
の

事

実

を

報

告
す

る

。 

（

13
）
ま

た
、

私

は
…
… 

（

14
）
た

だ
、

例

外

と

し
て

、 

（

15
）
た

だ
し

、

汽

車

区

間

を

除

く

。 

（

16
）
お

や

、

い

ら

っ

し
ゃ

い
。 

（

17
）
坊

や

、

お

出
で

。 

（

1 8
）
は

い

、

そ

う

で
す

。 

（

1 9
）
く

じ

ゃ

く

は

、
長

い

、
美

し

い

尾
を

お

う

ぎ

の

よ
う

に 
 

 

ひ

ろ
げ

ま

し

た

。 

（

2 0
）
静

か

な

、

明

る
い

、

高
原

の

春
で

す

。 

（

2 1
）
ま

だ

火

の

よ
く

通

ら

な
い

、
生

の
で

ん

ぷ

ん

粒
の

あ

る 
 

く

ず
湯

を

飲

ん
で

、 

（

2 2
）
村

は

ず

れ

に
あ

る

、
う
ち

の

雜

木

山

を

開
墾

し

は
じ

め 
 

て

か
ら

、 

（

2 3
）
弾

き

終
っ
て

、
ベ

ー

ト

ー
ベ

ン

は
、
つ

と

立
ち

あ
が

っ 
 

 

た

。 

（

2 4
）
よ

く

晴

れ

た

夜
、

空

を

仰

ぐ

と

、 

（

2 5
）
実

は

そ

の

、

外
で

も

あ
り

ま

せ

ん

が

、 

（

2 6
）
「

か

ん

、

か

ん
、

か

ん
。

」 

（

2 7
）
「

か

ん

。

」 

（

2 8
）

秋

祭

、

そ

れ

は

村

人

に

と

っ

て

最

も

楽

し

い

日

で

す

。 
（

2 9
）
香

具

山

・

畝

火
山

・

耳
梨

山

、

こ

れ

を

大

和

の
三

山 
 

 
 

と

い
う

。 
 



3 
 

                  

ナ

カ

テ

ン

（

・

） 
          

九
、
ナ

カ

テ

ン
と

同

じ

役

目
に

用

い

る

が
（

例

3 0
）
、
特

に

テ

ン

で

な

く

て

は

、

か

え

っ

て

読

み

誤

り

易

い

場

合

が

あ

る

（

例

3 1
）
。 

十

、
対

話

ま

た

は

引
用

文

の
カ

ギ

の

前

に

う
つ

（

例

3 2
）
。 

十

一
、
対

話

ま
た

は

引

用

文
の

後

を
「
と

」
で

受

け
て

、
そ

の 

下

に
テ

ン

を

う

つ

の
に

二

つ
の

場

合

が

あ

る
（

例

3 3
3 4
3 5
）
。 

「

と

い

っ
て

、
」
「

と

思

っ
て

、
」
な

ど

の
「

と

」
に

は

う

た
な

い

。 
「

と

、
花

子
さ

ん

は

」
と

い
う

よ

う

に
、
そ

の
「
と

」
の 

下

に
主

格

や

、
ま
た

は

他

の

語
が

来

る

場

合

に
は

う

つ
の
で

あ

る
。 

十

二

、
並
列

の
「

と

」
「

も

」
を

と

も
な

っ
て

主

語
が

重

な

る 

場

合
に

は

原

則

と

し
て

う

つ
が

、
必

要
で

な
い

限

り
は

省

略

す

る
（

例

3 6
3 7
3 8
3 9
）

。 

十

三
、

数

字

の

位

取
り

に

う
つ

（

例

4 0
4 1
） 

   

一

、

ナ

カ

テ

ン

は

、

単

語

の

並

列

の

間

に

う

つ

（

例

１

２

）

。 
 

二

、
た

だ

し

、
右
の

ナ

カ

テ
ン

の

代

り

に

テ
ン

を

う
つ

こ

と

も 

あ

る
（

例

３

）

。 

三

、
テ

ン

と
ナ

カ

テ

ン

と

を

併

用

し
て

、
そ

の

対

照
的

効

果

を

ね

ら
う

こ

と

が

あ

る
（

例

４
）

。 

四
、
主

格

の

助
詞
「

が

」
を

省

略

し

た
場

合

に

は
、
ナ

カ

テ

ン 
 

で

な
く

テ

ン

を

う

つ
（

例

５
）

。 

五

、
熟

語

的

語

句
を

成

す

場
合

に

は

ナ

カ

テ
ン

を

う
た

な

い

の

が

普
通
で

あ

る

（

例
６

７

）
。 

六

、
小

数

点

に

用

い
る

（

例
８

）

。 

七

、
年

月

日

の

言

い
表

し

に
用

い

る

（

例

９

1 0
）
。 

（

3 0
）
ま

つ

、

す

ぎ

、
ひ

の

き

、

け

や

き

な

ど 

（

3 1
）
天

地

の

公

道

、
人

倫

の
常

経 

（

3 2
）
さ

っ
き

の

槍

ヶ

岳

が

、
「

こ

こ

ま
で

お

い
で

。
」
と

い 
 

 
 

う

よ
う

に

、 

（

3 3
）
「
な

ん

と

い

う
貝

だ

ろ

う
。
」
と

い

っ
て

、
み

ん

な
で

、 
 

 

い

ろ

い

ろ

貝

の

名

前
を

思

い
出

し
て

み

ま

し
た

が

、 

（

3 4
）
「

先

生

に
聞

き

に

行

き

ま

し

ょ

う

。
」
と

、
花

子
さ

ん 
 

 
 

は
、
そ

の

貝

を

も
っ
て

、
先

生
の

と

こ

ろ

へ

走
っ
て

行
き

ま

し
た

。 

（

3 5
）
「

お

め
で

と
う

。
」
「

お

め
で

と

う

。
」
と

、
互

に

言 
 

 

葉

を

か
わ

し

な

が

ら
…
… 

（

3 6
）
父

と

、

母

と

、
兄

と

、
姉

と

、

私

と

の
五

人
で

、 

（

3 7
）
父

と

母

と

兄

と

姉

と

私
と

の

五

人
で

、 

（

3 8
）
父

も

、

母

も

、
兄

も

、
姉

も

、 

（

3 9
）
父

も

母

も

兄

も
姉

も

、 

（

4 0
）
一

、

二

三

五 

（

4 1
）
一

、

二

三

四

、
五

六

七
、

八

九

〇 
 

（

１
）

ま

つ

・

す

ぎ
・
ひ

の
き

・

け

や

き

な
ど

、 

（

２
）
む

ら

雲
・
お

ぼ

ろ

雲

は
、
巻

雲

や

薄
雲
・
い

わ

し
雲

な 
 

 

ど

よ
り

も

低

く

、 

（

３
）

ま

つ

、

す

ぎ
、
ひ

の
き

、

け

や

き

な
ど

、 

（

４
）
明

日

、
東
京

を

立

っ
て

、
静

岡

、
浜

松

、
名

古
屋

、
大 

 

阪
・
京

都
・
神

戸

、
岡

山

、
広
島

を

六

日

の
予

定
で

見
て

来

ま
す

。 

（

５
）

米

、

英

・

仏
と

協

商
【

新

聞

の

見

出
し

例

】 

（

６
）

英

仏

両

国 
（

７
）

英

独

仏

三

国 
（

８
）

一

三

・

五 

（

９
）

昭

和

二

一

・
三

・

一
八 



4 
 

      

ナ

カ
セ

ン 
 

 
 

 
  

― 
                   

テ

ン
テ

ン 

…
… 

… 
 

テ

ン
セ

ン 

…
…
… 

 

八

、
外

来

語

の

く

ぎ
り

に

用
い

る

（

例

1 1
）

。 

九

、
外

国

人

名

の

く
ぎ

り

に
用

い

る

（

例

1 2
） 

〔

附

記

〕

外

国

人

名

の

並

列

に

は

テ

ン

を

用

い

る

（

例

1 3
）

。 

  

一

、

ナ

カ

セ

ン

は

話

頭

を

か

わ

す

と

き

に

用

い

る

（

例

１

）

。 
二

、

語

句

を

言

い

さ

し

て

余

韻

を

も

た

せ

る

場

合

に

用

い

る

（

例
２

）

。 

三

、
カ

ギ
で

か

こ
む

ほ

ど

で

も

な

い

語

句

を

地

の

文
と

分

け

る

場

合
に

用

い

る

（

例
３

）

。 

四

、
時

間

的

・

空

間
的

な

経
過

を

あ

ら

わ

す

（

例

４
５

）

。 
 

五
、
時

間

的
・
空

間

的
に
「
乃

至

」
ま

た

は
「

よ

り 
 

ま
で

」 
 

 

の

意
味

を

あ

ら

わ

す

（

例

６
７

）

。 
  

六
、
か

る

く
「

す

な

わ
ち

」
の

意

味

を

あ
ら

わ

す
（

例

８
９

）
。 

  

七

、
補

助

的
説

明

の

語

句

を

文

中

に

は

さ

ん
で

、
カ

ッ

コ

で

か 

こ

む

よ

り

も

地

の

文

に

近

く

取

扱

い

た

い

場

合

に

用

い

る

（

例

1 0
1 1
）
。 

 

八
、
ニ

ホ

ン

ナ

カ

セ

ン
（
＝

）
を

短

い

く

ぎ

り

に

用
い

る

こ

と

が

あ
る

（

例

1 2
）

。 
 

一
、
テ

ン

テ

ン
は

、
ナ

カ

セ
ン

と

同

じ

く
、
話

頭

を

か
わ

す

と

き

や

言

い

さ

し
て

や

め

る

場
合

な

ど

に

用

い
る
（

例

１
２

）
。 

 

（

1 0
）
二

・

二

六

事

件 

（

1 1
）
テ

ー

ブ

ル

・

ス
ピ

ー

チ 

（

1 2
）
ア

ブ

ラ

ハ

ム

・
リ

ン

カ
ー

ン 

（

1 3
）

ジ

ョ

ー

ジ

・

ワ

シ

ン

ト

ン

、

ア

ブ

ラ

ハ

ム

・

リ

ン

カ 
 

 

ー

ン 
 

（

１

）

「

そ

れ

は

ね

、 
 

い

や

、

も

う

止

し

ま

し

ょ

う

。

」 

（

２
）

「

ま

あ

、

ほ
ん

と

う
に

お

か
わ

い

そ
う

に

、 
 

」 

（

３
）
こ

れ
で

は

な

ら

な

い 
 

と

い

っ
て

起
ち

あ

が
っ

た

の 
 

 
 

が

か
れ

で

あ

っ

た

。 

（

４
）

五

分 
 

十
分 

 

十

五

分 

（

５

）

汽

車

は

、

静

岡 
 

浜

松 
 

名

古

屋 
 

京

都

と

、 
 

 

嵐

の
夜

の

闇

を

つ

い
て

走

っ
て

い

く

。 

（

６
）
そ

の

き
き

め

は
、
少

な
く

と

も

三

│
五

週
間

の

後
で

な 
 

く
て

は

あ

ら

わ

れ

ま
せ

ん

。 

（

７
）
上

野

│
新

橋

、
渋

谷

│
築

地
、
新

宿

│
日

比

谷
の

電

車

、 

終

夜
運

転 

（

８
）

こ

の

海

の

中
を

流

れ

る

大

き

な

河 
 

黒

潮
は

、 

（

９
）
心

持 
 

心

理

学

の

用
語

に

よ

れ

ば

情
緒

と

か
気

分

と 
 

 

か

状
態

意

識

と

か

い
う

の
で

あ

る

が

、 

（

1 0
）
ふ

と

、
荒

城

の

月

の

歌

ご
え

が 
 

あ

の
寄

宿

舎
の

窓 
 

 

か

ら

も

れ

て

く

る

の

で

あ

ろ

う 
 

す

ず

し

い

夜

風

に

乗

っ
て

聞

え

て

く

る
。 

（

1 1
）

方

法

論 
 

そ

れ

は

一

種

の

比

較

的

形

態

学

で

あ

る 
 

は

、 

（

1 2
）
（

東

京

・

富

田
幸

平

＝
教

員

） 
 

（

１

）
「

そ

れ

か

ら

ね

、
…
…
い

や

い

や

、
も

う

な
ん

に

も

申
し 

 
 

上

げ
ま

す

ま

い

。

」 

（

２
）

「

そ

れ

も

そ
う

だ

け
れ

ど

。
…
…
」 
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カ

ギ 

「 

」 

フ

タ
エ

カ

ギ

『 

』 
       

カ

ッ
コ 

（ 

） 
 

 
 

 
 

） 

ヨ

コ

ガ

ッ

コ 
 

 
 

 
 

 

（ 
      

ツ

ナ

ギ 
 

 

＝ 

ツ

ナ

ギ

テ

ン - 
  

二

、
テ

ン
テ

ン

は

引

用

文

の
省

略
（

上

略
・
中

略
・
下

略

）
を 

示

す

（

例

３

）

。 

三

、
テ

ン

セ

ン

は

会
話
で

無
言

を

示

す

（

例
４

）

。 

四

、
テ

ン

セ

ン

は

つ
な

ぎ

に
用

い

る

（

例

５
）

。 
 

一

、
カ

ギ
は

、
対

話
・
引

用
語
・
題

目

、
そ

の

他

、
特

に
他

の 
 

 
 

文

と

分

け

た

い

と

思

う

語

句

に

用

い

る

（

例

１

２

３

４

）

。 
 

 

こ

れ

に

フ

タ

ヘ
カ

ギ

を

用

い

る

こ

と

も
あ

る

。 
  

二

、
カ

ギ

の
中

に

さ

ら

に

カ
ギ

を

用

い

た

い
場

合

は

、
フ

タ
へ

カ

ギ
を

用

い

る

（

例
５

）

。 

三

、
カ

ギ

の

代
わ

り
に

〝 

〟
を

用

い

る

こ

と
が

あ

る
（

例

６

）
。 

〝 

〟

を

ノ

ノ

カ

ギ
と

呼

ぶ
。 

 

一

、
カ

ッ

コ

は

注

釈
的

語

句
を

か

こ

む

（

例
１

）

。 

二

、

編

輯

上

の

注

意

書

き

や

署

名

な

ど

を

か

こ

む

（

例

２

）

。 
  

三

、
ヨ

コ

ガ
ッ

コ

は

箇

条

書
き

の

場

合

、
そ

の

番

号
を

か

こ

む

（

例
３

）

。 

〔

附

記

〕 

な

お

各

種

の

カ

ッ

コ

を

適

当

に

用

い

る

。
そ

の

呼

び

名 
 

 
 

 

を

下

に

掲

げ

る

。 
  

一
、
ツ

ナ

ギ

は
、
か

な

文

の
分
ち

書

き

で

、
一

語

が
二

行

に

ま

た

が
る

場

合

に

用

い
る

（

例
１

）

。 
 

二
、
ツ

ナ

ギ

テ
ン

は

、
数

字
上
「

よ

り 
 

ま
で

」
の

意

味

に

用

い
る

（

例

２

）

。 

（

３
）

そ

こ

で

上

述
の

ご

と
き

結

果

に

な

る
の
で

あ
る

。
…
… 

 

（

４
）

「

ご

め

ん

ネ
、

健
ち
ゃ

ん

。

」

「
…
…
…
」 

（

５
）

第

一

章

序

説
…
…
…
…
一
頁 

 
 

（

１
）

「

お

早

う

。
」 

（

２
）
俳

句
で
「
雲

の

峰

」
と

い

う

の

も

、
こ

の

入

道

雲
で

す

。 

（

３
）

国

歌

「

君

が
代

」 

（

４
）
こ

の

類
の

語

に

は
「
牛

耳

る
」
「

テ
ク

る

」
「
サ

ボ

る

」 

な

ど
が

あ

る

。 

（

５
）
「

さ

っ

き

お

出

か

け

の
途

中

、
『

な
に

か

め

ず

ら

し

い 
 

 
 

本

は
な

い

か

。

』

と

お

立

寄
り

く

だ

さ

い

ま
し

た

。
」 

（

６
）

こ

れ

が

雑

誌
〝

日

本
〟

の

生

命
で

あ
る

。 
  

（

１
）

広

日

本

文

典
（

明

治
三

十

年

刊

） 

（

２

）

（

そ

の

一

）

（

第

二

回

）

（

承

前

）

（

続

き

）

（

完

） 

（

終
）

（

未

完

）

（
続

く

）
（

山

田

） 
 

 
 

） 

） 

） 

（

３
） 

一 

イ 

ａ 
 

 
 

（ 

（ 

（ 
 

 
 

｟ 

｠
フ

タ

エ

ガ

ッ
コ 

〔 

〕

ソ

デ

ガ

ッ

コ 
 

 
 

［ 

］

カ

ク

ガ

ッ

コ 
 

 
 

【 

】

カ

メ
ノ

コ

ガ
ッ

コ 
 

（

１
）

サ

ル

ハ 

ト
ウ

ト

ウ 

ジ

ブ
＝ 

 
 

 

ン

ガ 

ワ

ル
カ

ッ

タ
ト 

ア
＝ 

 
 

 

ヤ

マ

リ

マ

シ
タ

。 
（

２
）

一

三

五-

六

頁 
 

 
 

一

五

六-

八

頁 
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ワ

キ
テ

ン  、

、

、 
      

ワ

キ
セ

ン 
     

疑

問
符 

？ 
         

感

嘆
符 

！ 
  

   

一

、
ワ

キ

テ

ン

は

、
原

則

と

し
て

、

特

に

読
者

の

注
意

を

求 

め

る
語

句

に

う

つ

（
例

１

）
。 

二

、
観

念

語

を

か

な
で

書

い
た

場

合

に

う

つ
（

例

２
３

）

。 
   

三

、
俗

語

や

方

言

な
ど

を

特

に
用

い

る

場

合

に
う

つ
（
例

４

）
。 

 

一

、
ワ

キ

セ

ン

は
ほ

と

ん

ど

ワ

キ

テ

ン

と

同
じ

目

的
で

用

い

る

（

例
１

）

。 

二

、
説

明

上

、
あ
る

語

句

を

一

つ

に

く

る

め
て

表

示
す

る

場

合 

に

用
い

る

（

例

２

）
。 

  

一

、
疑

問

符

は

、

原
則

と

し
て

普

通

の

文

に
は

用

い
な

い

。 
 

た

だ

し

必

要

に

応

じ

て

疑

問

の

口

調

を

示

す

場

合

に

用

い

る

（
例

１

）

。 

二

、
質

問

や

反

語

の
言

葉

調
子

の

時

に

用

い
る

（

例
２

）

。 
   

三

、
漫

画

な

ど

で

無

言
で

疑
問

の

意

を

あ

ら
わ

す

時
に

用

い

る

（

例
略

）

。 
 

一

、
感

嘆

符
も

普

通

の

文

に
は

原

則

と

し
て

用

い

な
い

。
た

だ

し

、
必

要

に

応

じ

て

感

動

の
気

持
ち

を

あ

ら
わ

し

た
場

合

に

用

い
る

（

例

１

）

。 
三

五
九-

六

〇

頁 
 

 
 

五

九

九-

六

〇
〇

頁 
 

（

１
）

こ

こ

に

も

一
人

の

路
傍

の

、
、

、
石、
が

あ

る
。 

 

（

２
）

着

物

も

あ

げ
、

、
に

よ

っ
て

兄

に

も

弟

に
も

使

え

る

。 

（

３
）
ひ

る
、

、
と

い
う

言

葉

は
、
元

来

は

よ

る
、

、
に

対

し
て

用
い

た 
 

 

も

の
で

あ

る

が
、
お
ひ

る

、

、

、
と

い
っ
て

昼

飯

の

こ
と

を

意
味

す

る
よ

う

に

な

っ

た
の

は

、 

（

４
）

ぴ

ん
、

、
か

ら

き

り
、
、
ま
で

あ

る

。 
 

（

１
）

次

の

傍

線

を

引

い

た
語

に

つ

い
て

説
明

せ

よ
。 

 
 

そ

う

考

え

ら

れ

る

。 

（

２
）
名

辞

は
、
単

一

の

名

詞
か

ら

成

る

こ

と
も

あ

り
、
あ

る 
 

 

い

は
長

い

名

詞

句

か
ら

成

る
こ

と

も

あ

る

。 

人

は
パ

ン

の

み

に
て

生

く

る
も

の

に

あ

ら

ず
。 

 

（

１
）

「

え

え

？ 

な

ん
で
す

っ
て

？

」 
  

（

２

）

「

そ

う

い

た

し

ま

す

と

、

や

が

て

龍

宮

へ

お

著

き

に 
 

な

る
で

し

ょ

う

。

」 
 

 
 

「

龍

宮

へ

？
」 

    
（

１
）

「
ち

が

う

、
ち

が

う
、
ち

が

う

ぞ

！
」 
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二
、
強

め
、
驚

き

、
皮

肉

な
ど

の

口

調

を

あ
ら

わ

し
た

場

合

に 
 

用

い
る

（

例

２

）

。 
                            

（

２
）
放

送

の

と
き

、
し

き

り
に

紹

介

の
「
さ

ん

」
づ

け
を

止 
 

し
て
「

し

」
に

し
て

く

れ

と

い
う

の
で

、
よ
く

き

い
て

み

る

と

、
な

ん

と

、
そ

れ

は
「
氏

」
で

な

く
て
「

師

」
で

あ

っ

た
！ 
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1
）

春
が

来
た

。
 

2
）

出
た

，
出

た
，

月
が

。
 

3
）

ま
つ

・
す

ぎ
・

ひ
の

き
・

け
や

き
な

ど
，

 
4
）

ま
つ

，
す

ぎ
，

ひ
の

き
，

け
や

き
な

ど
，

 
5
）

明
日

，
東

京
を

立
っ

て
，

静
岡

，
浜

松
，

名
古

屋
，

大

阪
・

京
都

・
神

戸
，

岡
山

，
広

島
を

六
日

の
予

定
で

見
て

来
ま

す
。

 
6
）

静
岡

；
浜

松
；

名
古

屋
；

大
阪

，
京

都
，

神
戸

；
岡

山
；

広
島

を
 

呼
び
名
・
符
号 

 

ピ

リ

オ

ド 
 

． 
 

ト

メ

テ

ン 

 

終

止

符 

 

大

く

ぎ

り 

コ

ン

マ 
 

 

， 
 

小

く

ぎ

り 

コ

ロ
ン 

 
 

： 
 

カ

サ

ネ

テ

ン 

 

中

の

大

く

ぎ

り 

セ

ミ
コ

ロ

ン 

； 
 

テ

ン

コ

ン

マ 

 

中

の

小

く

ぎ

り 

                

準 
 

 

則 
 

一
、
ピ

リ

オ
ド

は

、
ロ

ー

マ

字
で

は

終

止

符

と

し
て

用
い

る

が

、 

横

書
き

の

漢

字

交

り
か

な

文
で

は

、
普

通

に

は

、
ピ

リ
オ

ド

の

代
わ

り

に

マ

ル

を
う

つ

（
例

１

２

）

。 

二

、
テ

ン

ま
た

は

ナ

カ

テ

ン
の

代

り

に

、
コ

ン

マ

ま
た

は

セ

ミ

コ

ロ
ン

を

適

当

に

用
い

る

（
例

３

４

５

６

）
。 

三
、
引

用

符
・
ハ

イ

フ

ン

の
用

例

は

略

す

。
半

ガ

ッ
コ

の

用

例 
は

下
欄
で

実

地

に

示
し

た

。 
                     

用 
 

 

例 

 
 

資料－ 10 もっぱら横書きに用いるくぎり符号の使い方  
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〻  

〻  〻  

〻  〻  

呼
び
名
・
符
号 

 

一

つ
点 

 

ゝ 
       

く

の
字

点 
 

 
        同

の
字

点 

々 
     

二

の
字

点 
 

〻 
 

 
 

 
 

〻 
    

準 
 

 

則 
 

一
、
一

つ

点

は
、
そ

の

上

の
か

な

一

字

の

全
字

形
（

濁

点

を

ふ 

く

む

）
を

代

表

す

る

。
ゆ

え

に

、
熟

語

に

な

っ
て

に
ご

る

場 

合

に
は

濁

点

を

う

つ
が
（

例

２

）
、
濁

音
の

か

な

を

代
表

す 

る

場
合

に

は

う

た

な
い

（

例
３

）

。 

二

、
「

こ
ゝ

ろ

」
「

つ
ゝ

み

」
な
ど

を

熟

語

に

し
て

に

ご

る

場 

合

に

は

、

そ

の

「
ゝ

」

を

か

な

に

書

き

改

め

る

（

例

４

）

。 
〔

備

考

〕

「

ゝ

」

は

「

〻

」

を

さ

ら

に

簡

略

化

し

た

も

の

で

あ

る

。 
 

 

一

、
「

」

は

、

二

字
以

上

の
か

な

、

ま

た

は
か

な

交
り 

句

を

代

表

す

る

（

例
１

２

３
４

５

） 
 〔

備

考

〕
「

」
は
「

〻

〻

」
「

〻

」
を

経

て
「

」
と 

 

な

っ

た

も

の

で

あ

る

。 
   

一

、

「

々

」

は

漢

字

一

字

を

代

表

す

る

（

例

１

２

３

４

５

）

。 

〔

備

考

〕

「

々

」

は

「

仝

」

の

字

か

ら

転

化

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ 

 

て

い

る

。 

   

一
、
「
〻

」
は

、
手
写

で

は
「

々

」
と

同

価

に

用

い
ら

れ

る

が 

（

例
１

）
、
活

字

印

刷
で

は
「

々

」
の

方
が

用

い

ら

れ

る
（

例 

２

）
。 

二
、
活

字

印

刷
で

用

い

る
「 

」
は
「
〻

」
の

別

体
で

あ
る

が

、

そ

の
働

き

は

、
上
の

一

字

を

重
ね

て

訓

よ

み

に
す

べ

き
こ

と

を

示
す

も

の
で

あ

る
（

例

３
４

）

。 

用 
 

 

例 
 

（

１
）
ち
ゝ 

は
ゝ 

（

２
）

た

ゞ 

ほ

ゞ 

（

３
）
ぢ
ゝ 

ば
ゝ 

 

（

４
）

づ

つ 

小

包

こ

づ

つ

み 

真

心

ま

ご

こ

ろ 

案

内

が
か

り 

 

気
が

か

り 

く

ま
ざ

さ 
  

（

１
）

い

よ

 

ま

す

 

（

２
）

し

み

 

そ

れ

 

（

３
）

し

げ

 

し

ば

 

（

４
）

ば

ら

 

ご

ろ

 

（

５
）

一

つ

 

思

い

 

散

り

 
 

 
 

代

る

 

知

ら
ず

 

く
り

返

し

 
 

 
 

ひ

ら

り

 

エ
ッ

サ

ッ
サ

 
 

（

１
）

世

々 

個

々 

日

々 

（

２
）

我

々 

近

々

き

ん

き

ん 

近

々

ち

か

ぢ

か 

（

３
）

正

々 

堂

々 

年

々 

歳

々 

（

４
）

一

歩

々

々 

賛

成

々
々 

（

５
）

双

葉

山

々

々
々 

 
 

（

１
）

草
〻 

 

（

２
）

草

々 
 

（

３
）

稍

（
や
ゝ

） 
 

 

略
（
ほ
ゞ

） 
（

４
）

愈
（
い
よ

） 

各
（
お
の

） 

資料－ 11 くり返し符号の使い方  



10 
 

〻  

〻  

〻  〻  

〻  

〻  〻  

〻  〻  

〻  

〻  〻  

〻  

〻  

〻  

                

ノ

ノ
点 

 

〃 
             

    

三

、
「

唯

」

は

「

唯 

」

と

書
か

な

い

（

例

５
）

。 

四

、
「

各
の

」
「

諸

の

」
は
「 

」
が

な

く
て

も

読
み

う

る

が 

（

例
６

７

）

、

普

通
に

は

「 

」

を

つ

け

る
（

例

８
）

。 
 

五

、
「 

」
は
「

々

」
で

代

用
さ

れ

る
（

例

９

1 0
）
。
殊

に
「

多
々

益

々

」

は

か

な

ら

ず
「

々

」
を

書

く

。 

〔

備

考

〕
「

〻
」

は
「

二

」
の

草

書

体

か

ら

転

化

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。 
 

そ

れ

を

小

さ

く

し

て

右

に

片

寄

せ

た

の

が

即

ち

「 

」

で

あ

る

。 

〔

付

記

〕
例

３

４

５

６

７

８

９

の

類

の

語

は

、
な

る

べ

く

か

な

で

書

く

方

が

よ

い

。 

 

一

、
「

〃

」

は

簿

記
に

も

文
章

に

も

用

い

る
（

例

１
２

）

。 

〔

備

考

〕
「

〃

」

は

外

国

で

用

い

ら

れ

る
「

”
」

か

ら

転

化

し

た

も

の

で

あ

り

、
そ

の

意

味

は

イ

タ

リ

ア

語

の

D
itto

即

ち
「

同

上

」

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

な

お

国

に

よ

っ

て

「

“

」

の

形

を

用

い

る

。 
         

 
 

 

旁

（
か
た

）  

交
（
こ
も

） 
 

 
 

屢

（
し
ば

） 

抑
（
そ
も

） 
 

 
 

偶

（

た

ま

） 
 

熟

（
つ

ら

） 
 

 
 

熟

（

つ

く

） 

益

（
ま

す

） 

（

５
）

唯

（

た

ゞ

） 

（

６
）

各

（

お

の

）
の

意

見 

（

７
）

諸

（

も

ろ

）
の

国 

（

８
）

各

（

お

の

）
意

見

を

持
ち

寄

っ
て 

（

９
）

各

々

（

お

の

） 
 

 
 

益

々

（

ま

す

） 

（

1 0
）
多

々

益

々 
     

（

１
） 

          
（

２
）

甲

案

を

可

と
す

る

も
の 

 
 

一

二
八 

 
 

 

乙

案 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

三

一
九 

丙

案 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

二

六

五 

月  日  円  備 考  

１  2 5  1 0 0 0   

〃  〃  2 5 0 0   

〃  〃  1 2 3 5   

〃  2 6  1 0 0 0   

２  １  1 5 0 0   

〃  〃  1 0 0 0   
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資 料 － 1 4 送り仮名の付け方―単独の語 ＊ １ （本文）  

活 用 の あ る 語 （ 動詞・ 形 容 詞 ・ 形 容 動詞）  
通 則 １  

＊ ２  
本 則 ＊ ７  活 用 の あ る 語（ 除：通則 ２ を 適 用 す る 語 ）は，活 用 語 尾 を 送る  

例  憤 る  承 る  書く  実 る  催 す  
  生 き る  陥 れる  考 え る  助 け る  
  荒 い  潔 い  賢い  濃 い  
  主 だ  

例 外 ＊ ８  語 幹 が 「 し 」 で 終わる 形 容 詞 は ,「 し 」 から 送 る  
例  著 し い  惜 しい  悔 し い  恋 し い  珍 し い  
活 用 語 尾 の 前 に「 か 」，「 や か 」，「 ら か 」を 含 む 形 容 動 詞 は ，

そ の 音 節 か ら 送 る  
例  暖 か だ  細 かだ  静 か だ  
  穏 や か だ  健やか だ  和 や か だ  
  明 ら か だ  平らか だ  滑 ら か だ  柔ら か だ  
次 の 語 は ， 次 に 示すよ う に 送 る  
例  明 ら む  味 わう  哀 れ む  慈 し む  教 わ る  

脅 か す （ お ど か す）  脅 か す （ お び やかす ）  関 わ る  
食 ら う  異 な る  逆ら う  捕 ま る  群がる  和 ら ぐ  
揺 す る  

明 る い  危 な い  危う い  大 き い  少ない  小 さ い  
冷 た い  平 た い  

新 た だ  同 じ だ  盛ん だ  平 ら だ  懇ろだ  惨 め だ  
哀 れ だ  幸 い だ  幸せ だ  巧 み だ  

許 容 ＊ ９  次 の 語 は ，（   ）の中 に 示 す よ う に ，活 用語 尾 の 前 の 音 節 か

ら 送 る こ と が で きる  
例  表 す （ 表 わ す）  著 す （ 著 わ す ）  現 れ る （ 現 わ れ る）   

行 う （ 行 な う ）  断る （ 断 わ る ）  賜る（ 賜 わ る ）  
（ 注 意 ）  語 幹 と 活 用 語 尾 との区 別 が つ か な い 動詞は ，例 え ば ，「 着 る 」，

「 寝 る 」 ， 「 来 る」な ど の よ う に 送 る  
通 則 ２  

＊ ３  
本 則  活 用 語 尾 以 外 の 部 分 に 他 の 語 を 含 む 語 は ， 含 ま れ て い る 語 の

送 り 仮 名 の 付 け 方によ っ て 送 る（ 含 まれ てい る 語 を〔  〕の 中

に 示 す ）  
動 詞 の 活 用 形 ま たはそ れ に 準 ず る も のを含 む も の  
例  動 か す 〔 動 く〕  照 ら す 〔 照 る 〕  

語 ら う 〔 語 る 〕  計ら う 〔 計 る 〕  向かう 〔 向 く 〕  
浮 か ぶ 〔 浮 く 〕  
生 ま れ る〔 生 む 〕  押 さ え る〔 押 す 〕  捕 ら え る〔 捕 る 〕 
勇 ま し い〔 勇 む 〕  輝 か し い〔 輝 く 〕  喜 ば し い〔 喜 ぶ 〕 
晴 れ や か だ 〔 晴 れる〕  
及 ぼ す 〔 及 ぶ 〕  積も る 〔 積 む 〕  聞こえ る 〔 聞 く 〕  
頼 も し い 〔 頼 む 〕  
起 こ る 〔 起 き る 〕  落 と す 〔 落 ち る 〕  
暮 ら す 〔 暮 れ る 〕  冷 や す 〔 冷 え る 〕  
当 た る〔 当 て る 〕  終 わ る〔 終 え る 〕  変 わ る〔 変 え る 〕 

集 ま る 〔 集 め る 〕  定 ま る 〔 定 め る 〕  連 な る 〔 連 ね る 〕  
交 わ る 〔 交 え る 〕  

混 ざ る ・ 混 じ る 〔混ぜ る 〕  
恐 ろ し い 〔 恐 れ る〕  
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形 容 詞 ・ 形 容 動 詞の語 幹 を 含 む も の  
例  重 ん ず る 〔 重い〕  若 や ぐ 〔 若 い〕  

怪 し む〔 怪 しい 〕 悲し む〔 悲 し い〕 苦 しが る〔 苦 し い〕 
確 か め る 〔 確 か だ〕  
重 た い〔 重 い 〕  憎ら し い〔 憎 い 〕  古め か し い〔 古 い 〕 
細 か い 〔 細 か だ 〕  柔 ら か い 〔 柔 ら かだ〕  
清 ら か だ〔 清い 〕 高ら か だ〔 高 い〕 寂 しげ だ〔 寂 し い〕 

名 詞 を 含 む も の  
例  汗 ば む 〔 汗 〕  先 ん ず る 〔 先 〕  春め く 〔 春 〕  

男 ら し い 〔 男 ) 後ろめ た い 〔 後 ろ 〕  
許 容  読 み 間 違 え る お そ れ の な い 場 合 は ， 活 用 語 尾 以 外 の 部 分 に つ

い て ，次 の（  ）の 中に 示 す よ う に ，送 り 仮名 を 省 く こ と が で

き る  
例  浮 か ぶ〔浮 ぶ 〕 生 ま れ る〔 生れ る 〕 押 さ え る〔 押え る〕 

捕 ら え る 〔 捕 え る〕  
晴 れ や か だ 〔 晴 やかだ 〕  
積 も る 〔 積 る 〕  聞こ え る 〔 聞 え る 〕  
起 こ る 〔 起 る 〕  落と す 〔 落 す 〕  暮らす 〔 暮 す 〕  

当 た る 〔 当 る 〕 終わる 〔 終 る 〕  変 わる〔 変 る 〕  
（ 注 意 ） 次 の 語 は ,そ れ ぞ れ〔  〕の 中 に 示 す 語を 含む も の と は 考 え ず ，

通 則 １ に よ る も のとす る  
明 る い 〔 明 け る 〕  荒 い 〔 荒 れ る 〕  悔し い 〔 悔 い る 〕  

恋 し い 〔 恋 う 〕  
活 用 の な い 語 （ 名詞・ 副 詞 ・ 連 体 詞 ・接続 詞 ）  
通 則 ３  

＊ ４  
本 則  名 詞 （ 除 ： 通 則 ４を適 用 す る 語 ） は ，送り 仮 名 を 付 け な い  

例  月  鳥  花  山  
  男  女  
  彼  何  

例 外  次 の 語 は ， 最 後 の音節 を 送 る  
辺 り  哀 れ  勢 い  幾 ら  後 ろ  傍 ら  幸 い  幸 せ  全 て  

互 い  便 り  半 ば  情 け  斜 め  独 り  誉 れ  自 ら  災 い  
数 を か ぞ え る 「 つ」を 含 む 名 詞 は ， その「 つ 」 を 送 る  
例  一 つ  二 つ  三つ  幾 つ  

通 則 ４  
＊ ５  

本 則  活 用 の あ る 語 か ら 転 じ た 名 詞 お よ び 活 用 の あ る 語 に 「 さ 」 ，

「 み 」，「 げ 」な どの接 尾 語 が 付 い て 名詞に な っ た も の は ，も

と の 語 の 送 り 仮 名の付 け 方 に よ っ て 送る  
活 用 の あ る 語 か ら転じ た も の  
例  動 き  仰 せ  恐れ  薫 り  曇 り  調べ  届 け  願 い  

晴 れ  
当 た り  代 わ り  向か い  
狩 り  答 え  問 い  祭 り  群 れ  
憩 い  愁 い  憂 い  香 り  極 み  初 め  
近 く  遠 く  

「 さ 」 ， 「 み 」 ，「げ 」 な ど の 接 尾 語が付 い た も の  
例  暑 さ  大 き さ  正 し さ  確 か さ  

明 る み  重 み  憎しみ  
惜 し げ  

例 外  次 の 語 は ， 送 り 仮名を 付 け な い  
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＊ １ 単 独 の 語 ： 漢 字 の 音 ま た は 訓 を 単 独 に 用 い て ， 漢 字 一 字 で 書 き 表 す 語 。  
＊ ２ 通 則 １  ： 活 用 語 尾 を 送 る 語 に 関 す る も の 。  
＊ ３ 通 則 ２  ： 派 生 ・ 対 応 の 関 係 を 考 慮 し て ， 活 用 語 尾 の 前 の 部 分 か ら 送 る 語 に 関 す る も の 。  
＊ ４ 通 則 ３  ： 名 詞 で あ っ て ， 送 り 仮 名 を 付 け な い 語 に 関 す る も の 。  

＊ ５ 通 則 ４  ： 活 用 の あ る 語 か ら 転 じ た 名 詞 あ っ て ， も と の 語 の 送 り 仮 名 の 付 け 方 に よ っ て 送 る 語

に 関 す る も の 。  

＊ ６ 通 則 ５  ： 副 詞 ・ 連 体 詞 ・ 接 続 詞 に 関 す る も の 。  

＊ ７ 本 則   ： 送 り 仮 名 の 付 け 方 の 基 本 的 な 法 則 と 考 え ら れ る も の 。  
＊ ８ 例 外   ： 本 則 に は 合 わ な い が ， 慣 用 と し て 行 わ れ て い る と 認 め ら れ る も の で あ っ て ， 本 則 に

よ ら ず ， こ れ に よ る も の 。  

＊ ９ 許 容   ： 本 則 に よ る 形 と と も に ， 慣 用 と し て 行 わ れ て い る と 認 め ら れ る も の で あ っ て ， 本 則

以 外 に ， こ れ に よ っ て よ い も の 。  

  

  謡  虞  趣  氷  印    頂  帯  畳  
卸  煙  恋  志  次  隣  富  恥  話  光  舞  
折  係  掛 （ か かり）  組  肥  並 （なみ ）  巻  割  

（ 注 意 ）こ こ に 掲 げ た「 組 」は ，「 花 の 組 」，「 赤 の 組 」な ど の よ

う に 使 っ た 場 合 の「 く み 」で あ り ，例 え ば ，「 活 字 の 組 み

が ゆ る む 」な ど と し て 使 う 場 合 の「 く み 」を 意 味 す る も の

で は な い 。「 光 」，「 折 」，「 係 」な ど も ，同 様 に 動 詞 の

意 識 が 残 っ て い る よ う な 使 い 方 の 場 合 は ，こ の 例 外 に 該 当

し な い 。 し た が っ て ， 本 則 を 適 用 し て 送 り 仮 名 を 付 け る  

許 容  読 み 間 違 え る お それの な い 場 合 は ，次の（  ）の 中 に 示 す よう

に ， 送 り 仮 名 を 省くこ と が で き る  
例  曇 り （ 曇 ）  届け （ 届 ）  願 い （願）  晴 れ （ 晴 ）  

当 た り （ 当 り ）  代わ り （ 代 り ）  向かい （ 向 い ）  
狩 り （ 狩 ）  答 え（答 ）  問 い （ 問 ）  祭 り （ 祭 ）  

 群 れ （ 群 ）  
憩 い （ 憩 ）  

通 則 ５  
＊ ６   

本 則  副 詞 ・ 連 体 詞 ・ 接続詞 は ， 最 後 の 音 節を送 る  
例  必 ず  更 に  少し  既 に  再 び  全く  最 も  
  来 る  去 る  
  及 び  且 つ  但し  

 例 外  次 の 語 は ， 次 に 示すよ う に 送 る  
明 く る  大 い に  直ち に  並 び に  若しく は  

次 の 語 は ， 送 り 仮名を 付 け な い  
 又  
次 の よ う に ， 他 の 語 を 含 む 語 は ， 含 ま れ て い る 語 の 送 り 仮 名

の 付 け 方 に よ っ て送る（ 含 ま れ て い る 語を〔  〕の 中 に 示 す ）

例  併 せ て 〔 併 せる〕  至 っ て 〔 至 る〕  恐 ら く 〔 恐 れ る〕  
従 っ て 〔 従 う 〕  絶え ず 〔 絶 え る 〕  例え ば 〔 例 え る 〕  
努 め て 〔 努 め る 〕  
 辛 う じ て 〔 辛 い〕  少 な く と も 〔 少ない 〕  
 互 い に 〔 互 い 〕  
 必 ず し も 〔 必 ず〕  



14 
 

図表－ 15 送り仮名の付け方―複合の語 ＊ １ （本文）  

通 則 ６  
＊ ２  

本 則  複 合 の 語（ 除： 通 則７ を 適 用 す る 語 ）の送 り 仮 名 は ，そ の 複

合 の 語 を 書 き 表 す漢字 の ，そ れ ぞ れ の 音訓 を 用 い た 単 独 の語

の 送 り 仮 名 の 付 け方に よ る  
活 用 の あ る 語  
例  書 き 抜 く  流れ込 む  申 し 込 む   打 ち 合 わ せ る  

向 か い 合 わ せ る   長 引 く  若 返 る   裏 切 る  旅 立 つ  
聞 き 苦 し い   薄暗い   草 深 い  心細い  

待 ち 遠 し い   軽々し い  若 々 し い  女々 し い  
気 軽 だ   望 み 薄だ  

活 用 の な い 語  
例  石 橋  竹 馬  山津 波   後 ろ 姿  斜め 左  花 便 り  

独 り 言   卸 商  水煙  目 印  
田 植 え  封 切 り  物知 り  落 書 き  雨上が り  
墓 参 り  日 当 た り  夜 明 か し  先 駆 け  巣 立 ち  

 手 渡 し  
入 り 江  飛 び 火  教え 子  合 わ せ 鏡  
生 き 物  落 ち 葉  預か り 金  
寒 空  深 情 け  
愚 か 者  
行 き 帰 り  伸 び 縮み  乗 り 降 り  
抜 け 駆 け  作 り 笑い  暮 ら し 向 き  
売 り 上 げ  取 り 扱い  乗 り 換 え  引 き換え  
歩 み 寄 り  申 し 込み  移 り 変 わ り  
長 生 き  早 起 き  苦し 紛 れ   大 写 し  
粘 り 強 さ  有 り 難み  待 ち 遠 し さ  
乳 飲 み 子  無 理 強い   立 ち 居 振 る 舞い  呼 び 出 し 電 話  
次 々  常 々  
近 々  深 々  
休 み 休 み  行 く 行く  

許 容  読 み 間 違 え る お それの な い 場 合 は ，次 の（  ）の 中 に 示 す よ

う に ， 送 り 仮 名 を省く こ と が で き る  
例  書 き 抜 く （ 書抜く ）  申 し 込 む （申込 む ）   

打 ち 合 わ せ る（打 ち合 せ る・打 合 せる ）  向 か い 合 わ せ る

（ 向 い 合 せ る ） 聞 き苦 し い（ 聞 苦 し い ） 待 ち 遠 し い（ 待

遠 し い ）  
田 植 え （ 田 植 ）  封切 り （ 封 切 ）  落書き （ 落 書 ）  

雨 上 が り （ 雨 上 り）日 当 た り （ 日 当 り）  
 夜 明 か し （ 夜 明し）  

入 り 江 （ 入 江 ）  飛び 火 （ 飛 火 ）  合わせ 鏡 （ 合 せ 鏡 ）  

預 か り 金 （ 預 り 金）  
抜 け 駆 け （ 抜 駆 け）  暮 ら し 向 き （ 暮し向 き ）  

売 り 上 げ （ 売 上 げ・売 上 ）  取 り 扱 い（取 扱 い ・ 取 扱 ）  
乗 り 換 え （ 乗 換 え・乗 換 ）  引 き 換 え（引 換 え ・ 引 換 ）   
申 し 込 み （ 申 込 み・申 込 ）  移 り 変 わり（ 移 り 変 り ）  

有 り 難 み （ 有 難 み）  待 ち 遠 し さ （ 待遠し さ ）  
立 ち 居 振 る 舞 い（ 立 ち居 振 舞 い・立 ち 居 振 舞・立 居 振 舞） 

呼 び 出 し 電 話 （ 呼出し 電 話 ・ 呼 出 電 話）  
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＊ １ 複 合 の 語 ： 漢 字 の 訓 と 訓 ， 音 と 訓 な ど を 複 合 さ せ ， 漢 字 二 字 以 上 を 用 い て 書 き 表 す 語 。  
＊ ２ 通 則 ６  ： 単 独 の 語 の 送 り 仮 名 の 付 け 方 に よ る 語 に 関 す る も の 。  
＊ ３ 通 則 ７  ： 慣 用 に 従 っ て 送 り 仮 名 を 付 け な い 語 に 関 す る も の 。  

 

  

（ 注 意 ） 「 こ け ら 落 と し（ こけ ら 落 し ）」 ，「 さび 止 め 」， 「 洗 い

ざ ら し 」，「 打 ち ひも 」の よ う に 前 ま たは 後 ろ の 部 分 を 仮名

で 書 く 場 合 は，他 の部 分 に つ い て は，単独 の 語 の 送 り 仮 名の

付 け 方 に よ る  
通 則 ７  

＊ ３  
複 合 の 語 の う ち，次 のよ う な 名 詞 は，慣 用 に従 っ て ，送 り仮 名 を 付け な

い  
特 定 の 領

域 の 語

で ， 慣 用

が 固 定 し

て い る と

認 め ら れ

る も の  

ア  地 位 ・ 身 分 ・役職 等 の 名  
  関 取  頭 取  取締 役  事 務 取 扱  
イ  工 芸 品 の 名 に用い ら れ た 「 織 」 ，「染 」 ， 「 塗 」 等  
  ｟ 博 多 ｠織  ｟型 絵 ｠染  ｟ 春慶 ｠塗  ｟ 鎌 倉 ｠彫  

｟ 備 前 ｠焼  
ウ  そ の 他  
  書 留  気 付  切手  消 印  小 包  振替   切 符  踏 切  
  請 負  売 値  買値  仲 買  歩 合  両替  割 引  

組 合  手 当  
  倉 敷 料  作 付面積  
  売 上 ｟ 高 ｠ 貸付 ｟ 金 ｠ 借 入｟ 金 ｠ 繰 越 ｟ 金 ｠  

小 売 ｟ 商 ｠ 積立 ｟金 ｠ 取 扱 ｟ 所｠ 取扱 ｟ 注 意 ｠  
取 次 ｟ 店 ｠ 取引 ｟所 ｠ 乗 換 ｟ 駅｠ 乗組 ｟ 員 ｠  
引 受 ｟ 人 ｠ 引受 ｟時 刻 ｠ 引 換 ｟券 ｠ ｟ 代 金 ｠引 換  
振 出 ｟ 人 ｠ 待合 ｟室 ｠ 見 積 ｟ 書｠ 申込 ｟ 書 ｠  

一 般 に ，

慣 用 が 固

定 し て い

る と 認 め

ら れ る も

の  

奥 書  木 立  子 守  献 立  座 敷  試 合  字 引  場 合   

羽 織  葉 巻  番 組  番 付  日 付  水 引  物 置  物 語  役 割  

屋 敷  夕 立  割 合  
合 図  合 間  植 木  置 物  織 物  貸 家  敷 石  敷 地   

敷 物  立 場  建 物  並 木  巻 紙  
受 付  受 取  
浮 世 絵  絵 巻 物  仕立 屋  

（ 注 意 ）  （ １ ）「｟ 博 多 ｠織」，「 売 上｟ 高 ｠」な どの よ う に し て 掲 げ

た も の は ， ｟  ｠の 中 を 他 の 漢 字 で 置 き 換 え た 場 合 に も ， こ

の 通 則 を 適 用 す る  
（ ２ ）通 則 ７を 適 用す る 語 は ，例と し て挙 げ た も の だ け で尽

く し て は い な い。した が っ て ，慣用 が 固定 し て い る と 認 めら

れ る 限 り ，類推 し て同 類 の 語 に も 及 ぼすも の で あ る 。通 則 ７

を 適 用 し て よ い かどう か 判 断 し 難 い 場合に は ，通 則 ６ を 適 用

す る  
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資料－ 16 送り仮名の付け方―付表の語 ＊ （本文）  

＊ 付 表 の 語 ： ｢常 用 漢 字 表 ｣の 付 表 に 掲 げ て あ る 語 の う ち ， 送 り 仮 名 の 付 け 方 が 問 題 と な る 語 。  

 

資料－ 19 外来語の表記  留意事項その２（細則的な事項）  

 以 下 に 示 す 語 例は ，そ れ ぞ れ の 仮 名 の用法 の 一 例 を 示 す もので あ っ て ，そ の 語 を  

い つ も そ う 書 か な け れ ば な ら な い こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 語 例 の う ち ，  
知 名 ・ 人 名 に は ，それ ぞ れ （ 地 ） ， （人） の 文 字 を 添 え た  

送 り 仮 名 を 送 る  次 の 語 は ， 次 に 示すよ う に 送 る  
浮 つ く  お 巡 り さん  差 し 支 え る  立ち退 く  手 伝 う   

最 寄 り  
な お ，次 の 語 は，（   ）の 中 に 示 す ように ，送 り 仮 名 を

省 く こ と が で き る  
差 し 支 え る （ 差 支える ）  立 ち 退 く （立退 く ）  

送 り 仮 名 を つ け ない  息 吹  桟 敷  時 雨  築 山  名 残  雪 崩  吹 雪  迷 子   

行 方  

第 １ 表 （ 本 文 の 巻 末 資 料 ： 資 料 － 1 7「 「 外 来 語 の 表 記 」 に 用 い る 仮 名 と 符 号 の 表 」 参 照 ） に

示 す「 シ ェ 」以 下 の 仮名（ 外 来 語 や 外 国 の 地 名・人 名 を 書 き 表 す の に 一 般 的 に 用 い る 仮 名 ）

に 関 す る も の  
「 シ ェ 」 「 ジ ェ 」 外 来 音 シ ェ ， ジ ェに対 応 す る 仮 名  

例  シ ェ ー カ ー  シェ ー ド  ジ ェ ッ トエン ジ ン  
ダ イ ジ ェ ス ト  

  シ ェ フ ィ ー ルド（ 地 ）  ア ル ジ ェリア （ 地 ）  
  シ ェ ー ク ス ピア（ 人 ）  ミ ケ ラ ンジェ ロ （ 人 ）  
注  「 セ 」 「 ゼ 」 と 書 く 慣 用 の あ る 場 合 は ,そ れ に よ る  
  例  ミ ル ク セ ー キ  ゼ ラ チ ン  

「 チ ェ 」  外 来 音 チ ェ に 対 応する 仮 名  
例  チ ェ ー ン  チェス  チ ェ ッ ク  マンチ ェ ス タ ー （ 地 ）   

チ ェ ー ホ フ （ 人 ）  
「 ツ ァ 」 「 ツ ェ 」 
「 ツ ォ 」  

外 来 音 ツ ァ ， ツ ェ，ツ ォ に 対 応 す る 仮名  
例  コ ン ツ ェ ル ン  シ ャ ン ツ ェ  カ ンツォ ー ネ  
  フ ィ レ ン ツ ェ（地 ）  モ ー ツ ァ ルト（ 人 ）  

ツ ェ ッ ペ リ ン （ 人）  
「 テ ィ 」 「 デ ィ 」 外 来 音 テ ィ ， デ ィに対 応 す る 仮 名  

例  テ ィ ー パ ー テ ィ ー  ボ ラ ン テ ィ ア  デ ィ ー ゼ ル エ ン  

ジ ン  ビ ル デ ィ ング  
  ア ト ラ ン テ ィック シ テ ィ ー（ 地 ） ノル マ ン デ ィ ー（ 地 ） 
  ド ニ ゼ ッ テ ィ（人 ）  デ ィ ズ ニ ー（人 ）  
注 １  「 チ 」 「 ジ 」 と 書 く 慣 用 の あ る 場 合 は ， そ れ に よ る  
   例  エ チ ケ ッ ト  ス チ ー ム  プ ラ ス チ ッ ク  ス タ ジ ア ム   

ス タ ジ オ  ラ ジ オ   
チ ロ ル （ 地 ）  エ ジ ソ ン （ 人 ）  

注 ２  「 テ 」 「 デ 」 と 書 く 慣 用 の あ る 場 合 は ， そ れ に よ る  
   例  ス テ ッ キ  キ ャ ン デ ー  デ ザ イ ン  

「 フ ァ 」 「 フ ィ 」 
「 フ ェ 」 「 フ ォ 」 

外 来 音 フ ァ ， フ ィ，フ ェ ， フ ォ に 対 応する 仮 名  
例  フ ァ イ ル  フィー ト  フ ェ ン シ ング  フ ォ ー ク ダ ン ス  
  バ ッ フ ァ ロ ー（地 ）  フ ィ リ ピ ン（地 ）  
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フ ェ ア バ ン ク ス （地）  カ リ フ ォ ル ニア（ 地 ）  
 フ ァ ー ブ ル  (人）  マ ン ス フ ィ ー ルド（ 人 ）   
エ ッ フ ェ ル （ 人 ）  フ ォ ス タ ー （ 人 ）  

注 １  「 ハ ｣「 ヒ 」 「 へ 」 「 ホ 」 と 書 く 慣 用 の あ る 場 合 は ， そ れ に  
   よ る  
   例  セ ロ ハ ン  モ ル ヒ ネ  プ ラ ッ ト ホ ー ム  ホ ル マ リ ン  
    メ ガ ホ ン  
注 ２  「 フ ァ ン 」 「 フ ィ ル ム 」 「 フ ェ ル ト 」 等 は ， 「 フ ア ン 」  

「 フ イ ル ム 」 「 フ エ ル ト 」 と 書 く 慣 用 も あ る  
「 デ ュ 」  外 来 音 デ ュ に 対 応する 仮 名  

例  デ ュ エ ッ ト  プロ デ ュ ー サ ー  デュッ セ ル ド ル フ （ 地 ） 
デ ュ ー イ （ 人 ）  

注  「 ジ ュ 」 と 書 く 慣 用 の あ る 場 合 は ， そ れ に よ る  
  例  ジ ュ ー ス （ d e u c e）  ジ ュ ラ ル ミ ン  

第 ２ 表 （ 本 文 の 巻 末 資 料 ： 資 料 － 1 7「 「 外 来 語 の 表 記 」 に 用 い る 仮 名 と 符 号 の 表 」 参 照 ） に

示 す 仮 名（ 外 来 語 や 外 国 の 地 名 ・ 人 名 を 原 音 や 原 つ づ り に な る べ く 近 く 書 き 表 そ う と す る 場

合 に 用 い る 仮 名 。こ れ ら の 仮 名 を 用 い る 必 要 が な い 場 合 は ，一 般 的 に ，第 １ 表 に 示 す 仮 名 の 範

囲 で 書 き 表 す こ と が で き る ） に 関 す るも の  
「 イ ェ 」  外 来 音 イ ェ に 対 応する 仮 名  

例  イ ェ ル サ レ ム（地 ）  イ ェ ー ツ （人）  
注  一 般 的 に は ， 「 イ エ 」 ま た は 「 エ 」 と 書 く こ と が で き る  
  例   エ ル サ レ ム （ 地 ）  イ エ ー ツ （ 人 ）  

「 ウ ィ 」 「 ウ ェ 」 
「 ウ ォ 」  

外 来 音 ウ ィ ， ウ ェ，ウ ォ に 対 応 す る 仮名  
例  ウ ィ ス キ ー  ウェ デ ィ ン グ ケ ー キ  ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ  
  ウ ィ ー ン （ 地）  ス ウ ェ ー デ ン (地）  

ミ ル ウ ォ ー キ ー （地）  
ウ ィ ル ソ ン （ 人 ）  ウ ェ ブ ス タ ー （ 人）  

ウ ォ ル ポ ー ル （ 人）  
注 １  一 般 的 に は ， 「 ウ イ 」 「 ウ エ 」 「 ウ オ 」 と 書 く こ と が で き る  
   例  ウ イ ス キ ー  ウ イ ッ ト  ウ エ デ ィ ン グ ケ ー キ  

ウ エ ハ ー ス  ス ト ッ プ ウ オ ッ チ  
注 ２  「 ウ 」 を 省 い て 書 く 慣 用 の あ る 場 合 は ， そ れ に よ る  
   例  サ ン ド イ ッ チ  ス イ ッ チ  ス イ ー ト ピ ー  
注 ３  地 名 ・ 人 名 の 場 合 は ， 「 ウ ィ 」 「 ウ ェ 」 「 ウ ォ 」 と 書 く 慣 用  

が 強 い  
「 ク ァ 」 「 ク ィ 」 
「 ク ェ 」 「 ク ォ 」 

外 来 音 ク ァ ， ク ィ，ク ェ ， ク ォ に 対 応する 仮 名  
例  ク ァ ル テ ッ ト  ク ィ ン テ ッ ト  クェス チ ョ ン マ ー ク  

ク ォ ー タ リ ー  
注 １  一 般 的 に は ，「 ク ア 」「 ク イ 」「 ク エ 」「 ク オ 」ま た は「 カ 」 

「 キ 」 「 ケ 」 「 コ 」 と 書 く こ と が で き る  
   例  ク ア ル テ ッ ト  ク イ ン テ ッ ト  ク エ ス チ ョ ン マ ー ク  
    ク オ ー タ リ ー  
      カ ル テ ッ ト  レ モ ン ス カ シ ュ  キ ル テ ィ ン グ  イ コ ー ル  
注 ２  「 ク ァ 」 は ， 「 ク ヮ 」 と 書 く 慣 用 も あ る  

「 グ ァ 」  外 来 音 グ ァ に 対 応する 仮 名  
例  グ ァ テ マ ラ （地）  パ ラ グ ァ イ （地）  
注 １  一 般 的 に は ， 「 グ ア 」 ま た は 「 ガ 」 と 書 く こ と が で き る  
   例  グ ア テ マ ラ （ 地 ）  パ ラ グ ア イ （ 地 ）   

ガ テ マ ラ （ 地 ）  
注 ２  「 グ ァ 」 は ， 「 グ ヮ 」 と 書 く 慣 用 も あ る  
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「 ツ ィ 」  外 来 音 ツ ィ に 対 応する 仮 名  
例  ソ ル ジ ェ ニ ーツィ ン （ 人 ）  テ ィツィ ア ー ノ （ 人 ）  
注  一 般 的 に は ,「 チ 」 と 書 く こ と が で き る  
  例  ラ イ プ チ ヒ （ 地 ）  テ ィ チ ア ー ノ （ 人 ）  

「 ト ゥ 」 「 ド ゥ 」 外 来 音 ト ゥ ， ド ゥに対 応 す る 仮 名  
例  ト ゥ ー ル ー ズ（地 ）  ハ チ ャ ト ゥリヤ ン （ 人 ）   

ヒ ン ド ゥ ー 教  
注  一 般 的 に は ， 「 ヅ 」 「 ズ 」 ま た は 「 ト 」 「 ド 」 と 書 く こ と が で  
  き る  

例  ツ ア ー （ t o u r）  ツ ー ピ ー ス  ツ ー ル ー ズ （ 地 ）  
ヒ ン ズ ー 教  
 ハ チ ャ ト リ ヤ ン （ 人 ）  ド ビ ュ ッ シ ー （ 人 ）  

「 ヴ ァ 」 「 ヴ ィ 」

「 ヴ 」 「 ヴ ェ 」  
「 ヴ ォ 」  

外 来 音 ヴ ァ ， ヴ ィ，ヴ ， ヴ ェ ， ヴ ォ に対応 す る 仮 名  
例  ヴ ァ イ オ リ ン  ヴ ィ ー ナ ス  ヴ ェール  
  ヴ ィ ク ト リ ア（ 地） ヴ ェ ル サ イユ (地 ） ヴ ォ ル ガ（ 地） 
  ヴ ィ ヴ ァ ル ディ（ 人 ）  ヴ ラ マ ンク（ 人 ）  

ヴ ォ ル テ ー ル （ 人）  
注  一 般 的 に は「 バ 」「 ビ 」「 ブ 」「 べ 」「 ボ 」と 書 く こ と が で き る  

例  バ イ オ リ ン  ビ ー ナ ス  ベ ー ル  
  ビ ク ト リ ア （ 地 ）  ベ ル サ イ ユ （ 地 ）  ボ ル ガ （ 地 ）  
  ビ バ ル デ ィ （ 人 ）  ブ ラ マ ン ク （ 人 ）  ボ ル テ ー ル （ 人 ）  

「 テ ュ 」  外 来 音 テ ュ に 対 応する 仮 名  
例  テ ュ ー バ （ 楽器）  テ ュ ニ ジ ア （地）  
注  一 般 的 に は ， 「 チ ュ 」 と 書 く こ と が で き る  
  例  コ ス チ ュ ー ム  ス チ ュ ワ ー デ ス  チ ュ ー バ  チ ュ ー ブ  

チ ュ ニ ジ ア （ 地 ）  
「 フ ュ 」  外 来 音 フ ュ に 対 応する 仮 名  

例  フ ュ ー ジ ョ ン  フ ュ ン 島 （ 地 ・ デンマ ー ク ）  
ド レ フ ュ ス （ 人 ）  

注  一 般 的 に は ， 「 ヒ ュ 」 と 書 く こ と が で き る  
  例  ヒ ュ ー ズ  

「 ヴ ュ 」  外 来 音 ヴ ュ に 対 応する 仮 名  
例  イ ン タ ヴ ュ ー  レ ヴ ュ ー  ヴ ュ イヤー ル （ 人 ・ 画 家 ）  
注  一 般 的 に は ， ｢ビ ュ ｣と 書 く こ と が で き る  
  例  イ ン タ ビ ュ ー  レ ビ ュ ー  ビ ュ イ ヤ ー ル （ 人 ）  

撥 音 ， 促 音 ， 長 音その 他 に 関 す る も の  
撥 音  「 ン 」 を 用 い て 書く  

例  コ ン マ  シ ャンソ ン  ト ラ ン ク  メン バ ー  
ラ ン ニ ン グ  ラ ンプ  

  ロ ン ド ン （ 地）   レ ン ブ ラ ン ト （人）  
注 １  撥 音 を 入 れ な い 慣 用 の あ る 場 合 は ， そ れ に よ る  
   例  イ ニ ン グ （ ←イ ン ニ ン グ ）  

サ マ ー タ イ ム （ ←サ ン マ ー タ イ ム ）  
注 ２  「 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 「 シ ム ポ ジ ウ ム 」 と 書 く よ う な 慣 用 も  

   あ る  
促 音  小 書 き の 「 ッ 」 を用い て 書 く  

例  カ ッ プ  シ ャッタ ー  リ ュ ッ ク サック  
ロ ッ テ ル ダ ム （ 地）  バ ッ ハ （ 人 ）  

注  促 音 を 入 れ な い 慣 用 の あ る 場 合 は ， そ れ に よ る  
  例  ア ク セ サ リ ー （ ←ア ク セ ッ サ リ ー ）  
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    フ ィ リ ピ ン （ 地 ） （ ←フ ィ リ ッ ピ ン ）  
長 音  原 則 と し て 長 音 符号「 ー 」 を 用 い て 書く  

例  エ ネ ル ギ ー  オー バ ー コ ー ト  グルー プ  ゲ ー ム  
シ ョ ー  テ ー ブ ル  パ ー テ ィ ー  
 ウ ェ ー ル ズ （ 地）  ポ ー ラ ン ド （ 地）  ロ ー マ （ 地 ）   
ゲ ー テ （ 人 ）  ニュー ト ン （ 人 ）  

注 １  長 音 符 号 の 代 わ り に 母 音 字 を 添 え て 書 く 慣 用 も あ る  
   例  バ レ エ （ 舞 踊 ）  ミ イ ラ  
注 ２  「 エ ー 」「 オ ー 」と 書 か ず ，「 エ イ 」「 オ ウ 」と 書 く よ う な 慣  

用 の あ る 場 合 は ， そ れ に よ る  
   例  エ イ ト  ペ イ ン ト  レ イ ア ウ ト  ス ペ イ ン （ 地 ）  

ケ イ ン ズ （ 人 ）  
サ ラ ダ ボ ウ ル  ボ ウ リ ン グ （ 球 技 ）  

注 ３  英 語 の 語 末 の ₋ e r， ₋o r， ₋ a r な ど に 当 た る も の は ，原 則 と し て  
ア 列 の 長 音 と し 長 音 符 号「 ー 」を 用 い て 書 き 表 す 。た だ し ，慣  
用 に 応 じ て 「 ー 」 を 省 く こ と が で き る  

   例  エ レ ベ ー タ ー  ギ タ ー  コ ン ピ ュ ー タ ー  マ フ ラ ー   
エ レ ベ ー タ  コ ン ピ ュ ー タ  ス リ ッ パ  

イ 列・エ 列 の 音 の

次 の ア の 音 に 当

た る も の  

原 則 と し て 「 ア 」と書 く  
例  グ ラ ビ ア  ピアノ  フ ェ ア プ レ ー  ア ジ ア （ 地 ）  

イ タ リ ア （ 地 ）  ミネ ア ポ リ ス （ 地 ）  
注 １  「 ヤ 」 と 書 く 慣 用 の あ る 場 合 は ， そ れ に よ る  
   例  タ イ ヤ  ダ イ ヤ モ ン ド  ダ イ ヤ ル  ベ ニ ヤ 板  
注 ２  「 ギ リ シ ャ 」「 ペ ル シ ャ 」に つ い て「 ギ リ シ ア 」「 ペ ル シ ア 」 

と 書 く 慣 用 も あ る  
語 末（ 特 に 元 素 名

等 ）の ‐（ i）u m に

当 た る も の  

原 則 と し て ， 「 ‐（イ） ウ ム 」 と 書 く  
例  ア ル ミ ニ ウ ム  カ ル シ ウ ム  ナ トリウ ム  ラ ジ ウ ム  
  サ ナ ト リ ウ ム  シ ン ポ ジ ウ ム  プラネ タ リ ウ ム  
注  「 ア ル ミ ニ ウ ム 」 を 「 ア ル ミ ニ ュ ー ム 」 と 書 く よ う な 慣 用 も  

  あ る  

英 語 の つ づ り の

x に 当 た る も の  
「 ク サ 」「ク シ 」「 クス 」「 ク ソ」と 書 くか ，「 キ サ」「 キ

シ 」 「 キ ス 」 「 キソ」 と 書 く か は ， 慣用に 従 う  
例  タ ク シ ー  ボクシ ン グ  ワ ッ ク ス   

オ ッ ク ス フ ォ ー ド（地 ）  
  エ キ ス ト ラ  タキ シ ー ド  ミ キ サー  テ キ サ ス （ 地 ）  

拗 音 に 用 い る 「 ヤ」「 ユ 」 「 ヨ 」 は 小書き に す る  
「 ヴ ァ 」 「 ヴ ィ 」 「ヴ ェ 」 「 ヴ ォ 」 や 「ト ゥ 」 の よ う に 組 み合 せ て 用 い る 場 合

の 「 ア 」 「 イ 」 「ウ」 「 エ 」 「 オ 」 も，小 書 き に す る  

複 合 し た 語 で あ

る こ と を 示 す た

め の ，つ な ぎ の 符

号 の 用 い 方  

そ れ ぞ れ の 分 野 の慣用 に 従 う も の と し ，ここ で は 取 決 め を 行

わ な い  
例  ケ ー ス  バ イ  ケ ー ス   ケ ー ス・バ イ ・ ケ ー ス  

ケ ー ス －バ イ －ケ ー ス  
マ ル コ ・ ポ ー ロ   マ ル コ ＝ ポ ー ロ  
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